
イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
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お
け
る
障
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定
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改
正

鈴
　
木

隆

は
じ
め
に

一
　
D
D
A
に
お
け
る
障
害
の
定
義

二
　
精
神
的
損
傷

三
　
障
害
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
人
々
．

四
　
二
〇
〇
五
年
法
に
よ
る
改
正
の
影
響

五
　
今
後
の
課
題
．

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
多
く
の
障
害
者
が
雇
用
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
い
て
直
面
す
る
差
別
を
撤
廃
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
九
五
年

障
害
者
差
別
禁
止
法
（
O
匿
窪
ξ
望
貫
首
一
段
目
＞
。
二
。
3
以
下
、
D
D
A
）
が
、
一
九
九
六
年
一
二
月
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
以
上

が
経
過
し
た
。
D
D
A
は
、
現
在
に
お
い
て
も
発
展
す
る
こ
と
を
継
続
す
る
、
非
常
に
複
雑
な
内
容
を
持
つ
法
律
で
あ
る
。

　
こ
の
一
〇
年
以
上
の
間
に
、
D
D
A
に
は
二
つ
の
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
、
一
九
九
五

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

五
九



　
　
島
大
法
学
第
五
一
巻
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

年
障
害
者
差
別
禁
止
法
（
改
正
）
二
〇
〇
三
年
規
則
（
∪
ぎ
昌
昌
望
。
・
R
巨
一
量
一
9
＞
。
二
。
3
（
＞
暮
＆
目
窪
）
寄
σ
q
爵
ぎ
ま
の
冨
o
o
ω
ま
お
）
は
、

D
D
A
の
雇
用
規
定
に
重
大
な
改
正
を
行
い
、
同
法
の
第
二
部
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
直
接
差
別
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

を
導
入
し
、
一
部
の
事
情
に
お
い
て
正
当
性
の
防
御
を
削
除
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
E
U
の
雇
用
枠
組
み
指
令
（
9
盲
亀
望
§
9
。

8
0
0
＼
あ
＼
円
亀
辱
Z
o
＜
。
目
σ
。
る
o
o
o
塗
壁
嘗
凝
諾
。
p
。
巨
富
日
華
2
ζ
。
霊
2
聾
§
琶
9
二
き
ξ
百
嘉
日
き
3
8
毛
呂
8
）
の
障
害
者
差
別
に

関
係
す
る
規
定
を
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
上
記
規
則
の
施
行
に
伴
い
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
か
ら
適
用
さ
れ

る
D
D
A
に
つ
い
て
の
障
害
者
権
利
委
員
会
（
O
蕗
亀
ξ
家
α
q
募
∩
。
ヨ
目
一
の
。
・
一
9
以
下
、
D
R
C
）
の
理
解
を
示
す
た
め
に
新
し
い
行
為
準

則
（
9
8
。
も
§
ぎ
。
出
目
ε
日
豊
き
O
O
8
唇
魯
8
）
が
二
〇
〇
四
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
続
い
て
、
二
〇
〇
五
年
障
害
者
差
別
禁
止
法
（
O
望
三
身
9
。
・
R
冒
一
逗
喜
＞
。
る
0
8
以
下
、
二
〇
〇
五
年
法
）
が
制
定
さ
れ
て
、

同
法
は
、
障
害
の
定
義
に
関
し
て
D
D
A
に
重
大
な
改
正
を
行
い
、
す
べ
て
の
公
的
部
門
の
使
用
者
に
重
要
な
新
し
い
義
務
で
あ
る
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

平
等
義
務
（
身
畳
｝
ξ
。
2
呂
q
o
昌
）
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
漸
次
二
〇
〇
五
年
一
二
月
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
施

行
さ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
D
D
A
の
発
展
を
踏
ま
え
て
、
D
D
A
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
意
義
と
問
題
点
に
づ
い
て

検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

注　
（
1
）
　
二
〇
〇
三
年
規
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
雇
用
差
別
禁
止
法
の
再
編
（
四
）
」
島
大
法
学
四
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）

　
　
　
一
一
七
－
一
五
五
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
二
〇
〇
五
年
四
月
八
日
に
成
立
し
た
二
〇
〇
五
年
法
は
、
そ
の
他
に
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
D
D
A
を
改
正
し
た
。

　
　
①
免
許
の
発
給
の
よ
う
な
公
的
機
関
の
す
べ
て
の
業
務
を
D
D
A
の
適
用
対
象
に
し
た
。



②
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
に
対
す
る
D
D
A
の
下
の
義
務
を
運
送
車
両
の
供
給
に
適
用
す
る
国
務
大
臣
の
権
限
を
規
定
し
た
。

③
す
べ
て
の
鉄
道
車
両
が
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
に
関
す
る
規
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
締
切
日
を
二
〇
二
〇
年
末
に
設
定
し
、
上
記
規

　
則
を
更
新
さ
れ
た
車
両
に
適
用
し
た
。

④
賃
貸
施
設
の
貸
主
や
管
理
人
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
障
害
者
が
、
物
理
的
特
徴
以
外
で
合
理
的
調
整
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
規
定
を
定

　
め
た
。

⑤
障
害
を
持
つ
借
主
が
賃
貸
調
度
に
調
整
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
、
貸
主
は
不
合
理
に
同
意
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に

　
な
っ
た
。

⑥
障
害
を
持
つ
地
方
議
会
の
議
員
は
、
合
理
的
調
整
の
権
利
を
含
ん
で
、
地
方
当
局
か
ら
差
別
を
受
け
な
い
新
し
い
権
利
を
保
障
さ
れ
る
こ
と

　
に
な
っ
た
。

⑦
共
通
学
力
試
験
（
G
C
S
E
s
）
や
A
レ
ベ
ル
試
験
の
よ
う
な
一
般
的
な
資
格
を
付
与
す
る
機
関
に
も
D
D
A
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑧
二
五
人
以
上
の
会
員
を
持
つ
大
規
模
な
私
的
な
ク
ラ
ブ
に
も
D
D
A
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

D
D
A
に
お
け
る
障
害
の
定
義

　
D
D
A
は
、
同
法
一
条
の
意
味
に
お
い
て
障
害
者
で
あ
る
個
人
の
み
を
保
護
す
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
障
害
に
つ
い
て
の
そ
の
他
の
認
識
ま
た
は
定
義
は
、
個
人
が
D
D
A
の
下
で
権
利
を
有
す
る
か
ま
た
は
使
用
者
と
し
て
の
義

務
を
負
う
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
が
D
D
A
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
当
該
個
人
が
D
D
A
の
障

害
の
定
義
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
D
D
A
に
お
け
る
障
害
の
定
義
は
、
D
D
A
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

者
に
と
っ
て
の
第
一
関
門
で
あ
る
。
雇
用
審
判
所
に
お
い
て
争
う
場
合
に
、
D
D
A
の
障
害
の
定
義
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

る
責
任
は
、
申
立
人
の
側
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）
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る
上
で
、
D
D
A
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
D
D
A
が
改
正
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
一
二
月
五
日
よ
り
前
は
、
D
D
A
の
附
則
1
の
一
条
一
項
は
、
「
精
神
病
が
臨
床
的
に
十
分
に
認

知
さ
れ
た
疾
病
で
あ
る
場
合
に
の
み
」
精
神
的
損
傷
は
そ
の
精
神
病
か
ら
結
果
す
る
ま
た
は
そ
れ
を
構
成
す
る
損
傷
を
含
む
と
規
定
し
た
。

当
時
有
効
で
あ
っ
た
法
定
の
指
針
は
、
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
は
、
尊
重
さ
れ
る
医
学
的
意
見
集
団
に
よ
り
認
知
さ
れ
る

精
神
病
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
、
世
界
保
健
機
関
の
国
際
疾
病
分
類
（
I
C
D
1
1
0
）
の
よ
う
な
刊
行
物
に
記
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

る
も
の
を
含
む
」
と
定
め
た
。

　
上
記
の
指
針
は
、
I
C
D
1
1
0
に
含
ま
れ
る
疾
病
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
特
に
要
求
し
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
審
判
所
や
上
級
裁
判
所
は
、
専
門
的
証
拠
が
な
い
限
り
精
神
病
が
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
と
結
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

す
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
。
た
と
え
ば
、
ζ
9
α
q
き
蕊
寅
浮
§
耳
。
⊂
昌
一
く
塞
昌
に
お
い
て
、
「
不
安
」
、
「
抑
う
つ
の
進
行
中
の
反
復
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
」
お
よ
び
「
臨
床
的
抑
う
つ
」
の
よ
う
な
意
見
を
含
む
診
療
録
は
、
申
立
人
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
を
持
つ
こ
と
を
証

明
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
家
禽
琶
事
件
に
お
い
て
雇
用
控
訴
審
判
所
（
E
A
T
）
は
、
申
立
人
の
疾
病
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
を
彼
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ロ

が
ど
の
よ
う
に
証
明
す
る
か
を
確
認
し
、
そ
し
て
必
要
な
証
拠
を
提
示
す
る
の
は
申
立
人
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
o
。
。
身
ぎ
自
ぎ
霧
豊

　
　
　
レ

○
窪
8
に
お
い
て
E
A
T
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
路
線
か
ら
逸
脱
し
て
、
「
審
判
所
は
、
適
切
な
医
学
的
証
拠
の
調
達
を
求
め
る
任
務
を
付

託
さ
れ
た
詮
索
好
き
な
機
関
で
は
な
い
」
と
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
は
、
と
く
に
代
理
人
を
立
て
な
い
申
立
人
に
と
っ
て
は

役
に
立
た
ず
、
審
判
所
が
公
正
に
事
件
を
処
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
、
そ
し
て
、
実
行
可
能
で
あ
る
限
り
、
当
事
者
が
平
等
な
立
場

に
あ
り
、
事
件
が
迅
速
か
つ
公
正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
を
含
ん
だ
そ
の
当
時
有
効
で
あ
っ
た
雇
用
審
判
所
手
続
規
則

（
団
暑
一
。
旨
窒
目
き
目
勢
（
9
蔓
ぎ
ぎ
霊
＆
寄
房
。
モ
δ
8
9
邑
寄
σ
q
g
一
呂
。
霧
一
ε
P
し
。
一
Z
ρ
ま
。
。
q
）
の
優
先
的
目
的
と
も
明
ら
か
に
矛
盾
す

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

⊥／’￥
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る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
D
D
A
の
附
則
1
の
一
条
一
項
の
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
と
の
基
準
は
し
ば
し
ば
、
両
当
事
者
に
と
っ
て
明
確
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
損
傷
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
る
か
否
か
そ
し
て
、
ま
た
は
そ
れ
が
I
C
D
1
1
0
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に

つ
い
て
医
学
専
門
家
が
異
な
る
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
は
異
例
で
は
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
、
こ
の
要
件
は
、
定
義
の
複
雑
さ
に
付
け
加

わ
り
、
D
D
A
に
不
均
衡
を
生
じ
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
身
体
的
損
傷
の
い
か
な
る
形
態
に
も
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
も

の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
対
応
す
る
要
件
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
二
〇
〇
五
年
一
八
条
二
項
は
、
D
D
A
一
条
の
「
障
害
」
の
定
義
を
補
足
す
る
D
D
A
の
附
則
1
を
改
正
し
、
精
神
病
が
「
精

神
的
損
傷
」
の
根
拠
で
あ
る
場
合
に
そ
れ
が
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
要
件
を
削
除
し
た
。

　
二
〇
〇
五
年
一
二
月
五
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
の
要
件
の
削
除
に
よ
り
、
精
神
的
損
傷
を
持
つ
よ
り
多
く
の
被
用
者
が
D
D
A
の
下
で
の

権
利
を
証
明
す
る
目
的
の
た
め
に
障
害
の
定
義
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
に
、
身
体
的
損
傷
ま
た
は
精
神
病
か
ら
派
生
す
る
ま
た
は
そ
れ
か
ら
な
る
損
傷
を
含
む
精
神
的
損
傷
を
持
つ
者
は
依
然
と
し
て
、
D

D
A
の
規
定
の
保
護
を
享
有
す
る
た
め
に
D
D
A
一
条
で
定
め
ら
れ
る
障
害
の
基
礎
的
定
義
を
形
成
す
る
残
り
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
損
傷
は
、
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
人
の
能
力
に
実
質
的
か
つ
長
期
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
証
明

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
義
の
こ
れ
ら
の
要
素
自
体
は
、
精
神
病
を
含
む
事
例
に
困
難
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

二
〇
〇
五
年
法
に
よ
る
改
正
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
の
問
題
点
は
と
く
に
検
討
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。

2
　
薬
物
治
療
の
効
果

　
悪
影
響
が
薬
物
治
療
に
よ
り
中
断
さ
れ
る
が
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
実
質
的
で
あ
る
場
合
に
、
精
神
病
を
含
む
損
傷
は
、
障
害
と
し
て
分



類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
D
D
A
の
附
則
1
の
六
条
一
項
は
、
損
傷
が
処
置
ま
た
は
矯
正
を
受
け
る
場
合
に
は
、

問
題
の
措
置
が
な
け
れ
ば
持
つ
で
あ
ろ
う
影
響
を
損
傷
は
持
つ
と
み
な
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。
D
D
A
は
、
損
傷
を
処
置
す
る
ま
た
は
矯

正
す
る
「
措
置
」
は
、
「
医
学
的
処
置
と
人
工
器
官
ま
た
は
そ
の
他
の
援
助
の
利
用
」
を
含
む
と
定
め
る
（
附
則
1
の
六
条
二
項
）
、
確
実
に
、
「
措

置
」
に
は
幅
広
い
解
釈
が
与
え
ら
れ
る
。
上
記
囚
8
区
ご
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
相
談
相
手
の
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

ン
グ
が
医
学
的
処
置
を
構
成
し
、
し
た
が
っ
て
こ
の
規
定
の
下
で
無
視
さ
れ
る
「
措
置
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

3
　
反
復
す
る
ま
た
は
変
動
す
る
影
響

　
損
傷
が
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
人
の
能
力
に
実
質
的
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
そ
の
影
響
が
止
む
場
合
、
実
質
的
影
響
が
反
復

す
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
は
継
続
す
る
と
み
な
さ
れ
る
。
「
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
は
、
影
響
が
反
復
す
る
で
あ
ろ
う

と
は
見
込
ま
れ
な
い
以
上
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
散
発
的
に
ま
た
は
短
期
間
の
み
に
反
復
す
る
影
響
を
持
つ
状
態
は
依
然
と

し
て
、
D
D
A
の
目
的
の
た
め
に
【
長
期
」
の
影
響
を
持
つ
損
傷
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
統
合
失
調
症
、
躁
欝
病
お

よ
び
特
定
の
種
類
の
抑
う
つ
を
含
む
多
く
の
精
神
保
健
状
態
が
、
反
復
す
る
ま
た
は
散
発
的
で
あ
る
影
響
を
生
じ
得
る
の
で
精
神
病
と
の

関
係
で
こ
れ
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
。

　
法
定
の
指
針
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
実
質
的
な
悪
影
響
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
、
影
響
は
あ
た
か
も
継
続
し
て

い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
影
響
が
最
初
の
発
生
後
一
二
か
月
を
超
え
て
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
、
影
響
は
長
期
と
み
な
さ
れ

る
。
…
反
復
す
る
ま
た
は
散
発
す
る
影
響
を
持
つ
一
部
の
損
傷
は
、
影
響
が
一
層
一
定
で
あ
る
そ
の
他
の
損
傷
の
場
合
よ
り
も
当
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

個
人
に
対
す
る
損
傷
の
影
響
に
お
い
て
明
白
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
ロ

　
指
針
は
、
次
の
例
を
挙
げ
て
、
こ
の
問
題
点
を
説
明
す
る
。
若
い
男
性
が
躁
鬱
病
、
抑
う
つ
の
反
復
形
態
を
持
つ
。
最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

六
五
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二
二
か
月
の
期
間
の
一
つ
目
と
二
つ
目
の
月
に
発
生
し
た
。
第
二
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
二
二
番
目
の
月
に
起
き
た
。
こ
の
男
性
は
、
長
期
の

意
味
に
関
し
て
定
義
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
悪
影
響
は
最
初
の
発
生
か
ら
一
二
か
月
を
超
え
て
反
復
し
、
し
た
が
っ

て
そ
の
全
期
間
（
こ
の
場
合
に
は
二
二
か
月
間
）
継
続
す
る
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
他
方
、
次
の
例
で
は
、
女
性
は
一
〇
か
月
の
内
に
抑
う
つ
の
二
つ
の
別
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
。
一
つ
目
の
月
に
お
い
て
彼
女
は
失

業
し
六
週
間
継
続
す
る
抑
う
つ
期
間
を
持
つ
。
九
番
目
の
月
に
彼
女
は
夫
と
死
別
し
八
週
間
継
続
す
る
抑
う
つ
の
追
加
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

持
つ
。
た
と
え
彼
女
が
抑
う
つ
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
経
験
し
た
と
し
て
も
彼
女
は
D
D
A
に
よ
り
対
象
と
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ

の
段
階
に
お
い
て
、
彼
女
の
損
傷
の
影
響
は
最
初
の
発
生
か
ら
一
二
か
月
を
超
え
て
い
ま
だ
継
続
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
一
二
か
月
を
超
え
て
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
抑
う
つ
の
重
大
な
状
態
の
一
部
で
あ
る
と
の
証
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
二
〇
〇
五
年
法
案
に
関
す
る
議
会
両
院
合
同
精
査
委
員
会
（
一
〇
巨
9
e
巨
蔚
。
〇
三
ぎ
耳
翼
∪
望
箋
ξ

∪
一
の
＆
巨
星
喜
切
蓋
は
、
特
定
の
抑
う
つ
の
精
神
保
健
問
題
を
抱
え
る
人
々
の
た
め
に
雇
用
保
護
を
さ
ら
に
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
た
。
同
委
員
会
は
、
二
年
間
に
合
計
六
か
月
の
抑
う
つ
の
別
々
の
発
作
を
経
験
す
る
人
々
は
、
D
D
A
の
目
的
の
た
め
に
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

期
の
損
傷
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
た
。
そ
の
提
案
は
、
相
対
的
に
短
期
間
の
抑
う
つ
で
さ
え
も
深
刻
な
長
期
の
烙

印
と
差
別
を
結
果
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
懸
念
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
提
案
は
政
府
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
委
員
会
が
取
り
組
む
こ
と
を
試
み
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
落
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ロ

し
穴
」
は
、
o
。
三
噛
ヨ
9
義
∩
9
垂
幕
。
暁
≦
房
耳
。
9
藝
3
垂
目
望
に
よ
り
あ
る
程
度
ま
で
救
済
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
E
A
T
は
、

散
発
的
影
響
を
持
つ
損
傷
に
関
し
て
取
ら
れ
る
正
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
、
そ
の
よ
う
な
損
傷
は
D
D
A
一
条
に
よ
り
対
象
と
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
、
影
響
が
反
復
さ
れ
な
い
こ
と
以
上
に
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
限
り
、
関
係
す
る
期
間
を
通
し

て
影
響
が
実
際
に
継
続
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
同
事
件
で
示
さ
れ
た
精
神
病
が
反
復
す
る
状
態
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る



一
　
　
　
γ
　
　
一
1
1
一
一

際
の
正
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
以
下
の
項
目
を
尋
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
何
ら
か
の
段
階
に
お
い
て
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行

す
る
個
人
の
能
力
に
実
質
的
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
損
傷
が
存
在
し
た
か
。
第
二
に
、
そ
の
損
傷
は
そ
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
停

止
し
た
か
、
そ
し
て
停
止
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
か
。
第
三
に
、
実
質
的
な
悪
影
響
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
し
て
最
後
に
、

そ
の
実
質
的
な
悪
影
響
は
反
復
す
る
見
込
み
は
あ
る
か
。

　
見
込
ま
れ
る
将
来
の
影
響
が
以
前
の
影
響
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
復
に
期
限
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
．

理
論
的
に
は
、
実
質
的
な
悪
影
響
が
人
の
人
生
に
お
い
て
一
度
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
継
続
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
当
然
で
あ
る
が
、
抑
う
つ
に
関
し
て
、
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
要
件
の
削
除
は
、
そ
れ
自
体
有
意
義
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
抑
う
つ
の
何
ら
か
の
形
態
を
持
つ
被
用
者
に
と
っ
て
こ
の
要
件
は
こ
れ
ま
で
、
彼
ら
が
障
害
を
持
つ
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
の
障
壁
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
要
件
の
削
除
に
よ
り
、
多
く
の
被
用
者
が
新
む
い
定
義
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

4
　
過
去
の
障
害

　
も
は
や
障
害
者
で
は
な
い
が
、
過
去
に
お
い
て
そ
の
定
義
の
要
件
を
満
た
し
た
者
に
関
し
て
も
D
D
A
の
規
定
は
適
用
さ
れ
る
。
過
去

の
障
害
は
、
精
神
病
に
関
し
て
も
と
く
に
厄
介
な
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
以
前
の
疾
病
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
そ
れ
が
反
復
す
る
影
響

が
な
い
と
し
て
も
、
長
期
の
烙
印
と
差
別
を
と
き
に
は
伴
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
法
定
の
指
針
は
、
次
の
例
を
挙

　
　
　
　
　
ハ
れ
ロ

げ
て
説
明
す
る
。
四
年
前
に
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
実
質
的
か
つ
長
期
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
精
神
病
を
経
験
し
た
が
、

状
態
の
反
復
を
経
験
し
て
い
な
い
女
性
は
、
過
去
の
障
害
を
持
つ
者
と
し
て
、
依
然
D
D
A
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
保
護
の
権
利
を
有
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

六
七
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5
　
通
常
の
日
常
的
活
動

　
D
D
A
の
附
則
1
の
四
条
に
掲
げ
ら
れ
る
「
能
力
」
の
一
つ
ま
た
は
複
数
に
関
し
て
損
傷
が
人
に
影
響
す
る
場
合
に
の
み
、
通
常
の
日

常
的
活
動
を
遂
行
す
る
人
の
能
力
に
損
傷
は
影
響
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
改
正
を
受
け
ず
に
従
来
通
り
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
能
力
瞬

と
は
、
動
作
、
肉
体
的
敏
捷
さ
、
身
体
的
統
合
、
持
続
、
日
用
品
を
持
ち
上
げ
る
、
運
ぶ
そ
の
他
動
か
す
能
力
、
会
話
、
聴
力
ま
た
は
視

力
、
記
憶
ま
た
は
集
中
す
る
能
力
、
学
習
ま
た
は
理
解
、
も
し
く
は
身
体
的
危
険
に
対
す
る
危
機
の
認
識
を
さ
す
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
精
神
的
損
傷
に
伴
う
一
定
の
範
囲
の
影
響
を
適
切
に
含
ん
で
い
な
い
と
い
う
懸
念
が
申
立
人
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
も
生
じ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
幅
広
い
意
味
で
」
捉
え
ら
れ
、
【
身
体
的
並
び
に
精
神
的
損
傷
双
方
と
も
に
等
し
く
適
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ
レ

る
」
べ
き
で
あ
る
と
、
法
定
の
指
針
は
定
め
る
。
指
針
は
、
次
の
例
を
挙
げ
る
。
「
精
神
病
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
関
係
す
る
能
力
は
『
記

憶
ま
た
は
集
中
す
る
能
力
、
学
習
ま
た
は
理
解
』
に
な
る
と
し
ば
し
ば
推
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
動
作
と
身
体
的
統
合
の
能
力
は
、
身

体
的
損
傷
が
あ
る
場
合
に
の
み
関
係
す
る
と
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
場
合
に
こ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
精
神
的

損
傷
を
持
つ
者
も
動
作
そ
の
他
の
『
身
体
的
』
機
能
を
含
む
活
動
を
遂
行
す
る
困
難
を
持
ち
、
身
体
的
損
傷
を
持
つ
人
々
も
集
中
す
る
能

力
の
よ
う
な
精
神
的
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
影
響
を
持
つ
（
た
と
え
ば
、
痛
み
や
疲
労
の
結
果
と
し
て
）
。
」

　
二
〇
〇
五
年
法
案
に
関
す
る
議
会
両
院
合
同
精
査
委
員
会
に
よ
る
報
告
は
、
精
神
保
健
の
問
題
を
持
つ
人
々
が
そ
れ
に
関
係
し
て
特
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
せ
レ

の
困
難
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
以
下
の
能
力
を
附
則
が
含
む
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
自
分
自
身
を
世
話
す

る
能
力
。
第
二
に
、
他
者
と
意
思
疎
通
し
相
互
作
用
す
る
能
力
。
そ
し
て
最
後
に
、
現
実
に
つ
い
て
の
認
識
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
提

案
は
、
政
府
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
D
D
A
の
附
則
1
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。



6
　
精
神
病
で
は
な
い
精
神
的
損
傷

　
前
述
の
よ
う
に
、
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
と
の
要
件
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
精
神
的
損
傷
が
精
神
病
か
ら
結
果
す
る
ま
た

は
そ
れ
を
構
成
し
た
場
合
に
の
み
発
動
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
改
正
よ
り
前
か
ら
、
「
精
神
病
」
か
ら
結
果
し
な

い
ま
た
は
そ
れ
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
い
精
神
的
損
傷
は
、
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
問
題
を
検
討
す
る
必
要
な
し
に
D
D
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

一
条
の
定
義
に
該
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
既
に
確
立
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
2
嘗
馨
ダ
ま
寵
。
巳
三
＆
。
語
に
お
い
て
E
A
T

は
、
周
知
さ
れ
た
学
習
困
難
を
持
つ
者
は
精
神
的
損
傷
を
持
つ
が
そ
れ
は
精
神
病
か
ら
結
果
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
の
有
無
を
検
討
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
改
正

は
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
と
く
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。

7
　
改
正
の
効
果

　
二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
改
正
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
神
的
損
傷
に
非
常
に
複
雑
な
定
義
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
明
ら
か
に

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
「
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
」
要
件
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
状
態
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し
ろ
、

日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
状
態
が
及
ぼ
す
影
響
に
少
な
く
と
も
関
心
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
上
記
9
嘗
替
事
件
に
お
い
て
取
ら
れ
た
と
同
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
現
在
、
精
神
的
損
傷
を
含
む
す
べ
て
の
事
件
に
お
い

て
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
申
立
人
は
、
依
然
と
し
て
損
傷
の
影
響
に
照
ら
し
て
損
傷
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
う
し
な
が
ら
、
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
の
有
無
の
追
加
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。
損
傷
が
精
神
病
か

ら
結
果
す
る
ま
た
は
そ
れ
を
構
成
す
る
か
否
か
に
か
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
簡
素
化
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
多

様
な
複
雑
さ
が
残
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
D
D
A
の
あ
る
程
度
の
簡
素
化
が
実
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

六
九
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こ
の
事
件
の
事
実
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
控
訴
人
の
女
性
は
、
被
控
訴
人
の
食
堂
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
が
、
勤
務
中
に
女
性
の
監
督
者
に
よ
り
暴
行
を
受
け
た
の
で
、
被
控
訴
人
に

よ
り
別
の
職
場
へ
の
異
動
を
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
控
訴
人
は
、
勤
務
を
継
続
し
て
い
た
そ
の
監
督
者
と
控
訴
人
が
再
び
遭
遇
し
な
い

こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
控
訴
人
は
、
被
控
訴
人
に
よ
る
い
ず
れ
の
異
動
の
提
案
も
拒
否
し
て
退
職
し
た
。
控
訴
人
は
、

上
記
暴
行
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
不
安
か
ら
精
神
的
損
傷
を
負
っ
て
退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
と
し
て
、
み
な
し
不
公
正
解
雇
と
D
D
A
に
違
反

す
る
障
害
者
差
別
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
雇
用
審
判
所
は
、
控
訴
人
は
、
主
張
し
て
い
た
唯
一
の
損
傷
で
あ
る
精
神
的
損
傷
を
持

た
な
い
と
し
て
、
控
訴
人
は
、
D
D
A
一
条
の
意
味
で
の
障
害
者
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。

　
E
A
T
は
、
二
〇
〇
一
年
二
一
月
二
日
の
裁
決
に
お
い
て
、
控
訴
を
退
け
た
。
控
訴
人
を
診
察
し
た
家
庭
医
ら
の
診
療
録
か
ら
彼
ら
が

何
を
意
味
す
る
か
の
説
明
は
な
く
、
控
訴
人
が
D
D
A
の
い
う
精
神
的
損
傷
を
持
っ
て
い
た
と
の
主
張
も
証
拠
上
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

控
訴
人
が
診
療
録
の
時
々
の
記
載
や
W
H
O
I
I
C
D
の
索
引
を
指
摘
し
た
と
し
て
も
、
追
加
の
医
学
的
証
拠
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
控
訴

人
の
主
張
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
E
A
T
は
、
一
般
論
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。

①
精
神
的
損
傷
を
主
張
す
る
当
事
者
の
助
言
者
は
、
そ
の
損
傷
が
蓋
然
性
の
慣
例
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
は
D

　
D
A
の
下
の
申
立
人
に
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
雇
用
審
判
ま
た
は
E
A
T
の
構
成
員
が
、
精
神
病
の
分
類
に
つ
い
て
の
素
人
の
馴
染
み
や
す
さ
以
上
の
も
の
を
持
つ
と
期
待
す
る
こ
と
に

　
十
分
な
根
拠
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
物
事
は
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
は
、
D

　
D
A
に
い
う
「
精
神
的
損
傷
」
の
存
在
を
証
明
す
る
た
め
の
三
な
い
し
四
の
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

　
に
、
W
H
O
－
I
C
D
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
精
神
病
の
証
明
。
第
二
に
、
W
H
O
I
I
C
D
の
よ
う
な
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
、



　
し
た
が
っ
て
お
そ
ら
く
非
常
に
広
範
に
専
門
職
業
的
な
承
認
を
受
け
た
そ
の
他
の
分
類
で
言
及
さ
れ
る
精
神
病
の
証
明
。
第
三
に
、
尊
重

　
さ
れ
る
医
学
的
意
見
集
団
に
よ
り
認
知
さ
れ
る
精
神
病
の
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
証
明
。
そ
し
て
第
四
に
、
解
釈
の
問
題
と
し
て
存
在
す

　
る
が
、
医
学
的
面
で
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
D
D
A
附
則
1
の
一
条
一
項
の
「
次
の
も
の
を
含
む
」
と
の
表
現
の
使
用
か
ら
派
生
す
る

　
方
法
。
申
立
人
が
、
審
査
の
前
に
時
宜
を
得
て
損
傷
が
妥
当
す
る
と
彼
ら
が
述
べ
る
も
の
を
正
確
に
明
ら
か
に
確
認
し
な
い
こ
と
、
そ
し

　
て
被
申
立
人
が
、
損
傷
が
争
点
で
あ
る
か
否
か
そ
し
て
そ
の
理
由
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
賢
明
で
は
な
い
。
同
じ
く
、
雇
用
審
判
所
が
、

　
両
当
事
者
が
そ
の
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
な
い
こ
と
は
、
賢
明
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
場
合
に
の
み
、
当

　
事
者
は
、
審
査
に
お
い
て
医
学
的
面
で
証
明
さ
れ
る
ま
た
は
反
駁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
明
確
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
W
H
O
！
I
C
D
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
を
無
制
限
に
使
用
し
な
い
し
次
の
よ
う
な
曖
昧
な
用
語
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
承
認
は
な
い
の

　
で
、
特
定
の
事
情
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
が
そ
れ
で
も
な
お
、
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
を
確
認
す
る
と
の
信
頼

　
で
き
か
つ
学
識
豊
か
な
証
拠
が
な
い
限
り
、
「
不
安
」
、
「
ス
ト
レ
ス
」
ま
た
は
「
抑
う
つ
」
の
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
自
体
が
十
分
に
な
る
こ

　
と
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
損
傷
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
そ
う
で
あ
る
場
合
に
は
、
適
格
で
あ
る
医
師
が
中
立
人
の
症
状
に
つ
い
て
話
す
こ

　
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
W
H
O
－
I
C
D
に
掲
載
さ
れ
る
疾
病
を
明
ら
か
に
診
断
す
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
代
わ
り
に
、
そ

　
の
他
の
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
精
神
病
も
し
く
は
そ
の
結
果
を
診
断
し
て
、
そ
の
疾
病
を
確
認
し
、
そ
し
て
（
上
記
の
代
わ
り
の

　
場
合
に
）
W
H
O
I
I
C
D
に
は
未
掲
載
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
そ
の
疾
病
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾

　
病
ま
た
は
そ
れ
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
同
医
師
の
理
由
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
根
拠
を
指
摘
す
る
同
医
師

　
か
ら
の
書
面
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
申
立
人
は
準
備
を
整
え
る
こ
と
に
な
る
。

④
W
H
O
－
I
C
D
が
そ
の
当
時
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
紛
争
が
生
じ
そ
う
で
あ
る
場
合
に
、
医
学
的
宣
誓
供
述
人
は
、

　
W
H
O
l
I
C
D
の
診
断
指
針
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
症
状
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
を
供
述
す
る
べ
き
で
あ
る
。
紛
争
が
生
じ
そ
う
で
あ

　
る
場
合
に
、
疾
病
を
確
認
す
る
以
上
の
も
の
で
は
な
い
だ
け
の
陳
述
は
、
疑
い
を
払
拭
し
そ
う
に
な
く
、
紛
争
の
領
域
に
な
る
も
の
に
関

　
す
る
専
門
家
の
証
拠
に
も
焦
点
を
当
て
そ
う
に
な
い
。

⑤
我
々
が
与
え
る
こ
の
要
約
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
お
い
て
完
全
な
精
神
病
医
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
報
告
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
と

　
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
疾
病
が
条
件
に
お
い
て
D
D
A
を
充
足
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
簡
に
よ
り
、
中
立
人
の
家
庭
医
に
と
つ

　
て
疾
病
が
十
分
に
顕
著
で
あ
る
多
く
の
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
D
D
A
の
「
日
常
的
活
動
」
に
該
当
す
る
か
否
か
の
問
題
は
医
学
的
証

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

七
一
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拠
の
問
題
で
は
な
い
が
、
精
神
的
損
傷
が
存
在
す
る
か
否
か
は
、
正
し
く
適
格
か
つ
学
識
豊
か
な
意
見
の
問
題
で
あ
る
。
誰
が
供
述
し
よ

　
　
う
と
も
、
宣
誓
供
述
人
が
D
D
A
の
所
定
の
要
件
に
注
意
を
惹
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
思
慮
に
富
む
こ
と
に
な
る
。

　
⑥
家
庭
医
の
書
簡
ま
た
は
そ
の
他
の
当
初
利
用
で
き
た
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
傷
が
医
学
的
技
術
上
の
理
由
に
よ
り
争
わ
れ
る
べ
き
で

　
　
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
追
加
の
専
門
家
の
証
拠
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　
⑦
と
く
に
調
整
を
行
わ
な
い
こ
と
が
争
点
で
あ
る
場
合
に
、
精
神
病
の
種
類
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的
に
ま
た
は
申
立
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
る

　
　
間
の
使
用
者
に
と
っ
て
、
そ
の
精
神
病
が
、
い
つ
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
出
現
す
る
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
の
か
を
医
学
的
証
拠
が
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
多
く
の
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
申
立
人
の
助
言
者
は
さ
ら
に
、

　
　
医
学
的
証
拠
を
追
求
す
る
前
に
、
現
在
の
損
傷
を
証
明
す
る
こ
と
で
十
分
に
な
る
か
否
か
、
そ
し
て
そ
の
代
わ
り
に
ま
た
は
付
け
加
え
て
、

　
　
以
前
に
お
け
る
損
傷
を
証
明
す
る
こ
と
、
そ
し
て
以
前
ま
た
は
現
在
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
損
傷
が
出
現
す
る
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
た
か
を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑧
申
立
人
が
そ
の
日
に
与
え
る
証
拠
の
点
か
ら
「
精
神
的
損
傷
」
に
関
す
る
意
見
を
雇
用
審
判
所
が
形
成
す
る
こ
と
の
危
険
は
、
言
い
過
ぎ

　
　
る
こ
と
は
な
い
。
見
破
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
疑
わ
し
い
が
実
在
し
て
い
な
い
申
立
人
に
よ
る
演
技
の
危
険
と
、
審
査
の
日
自
体
は
、
損
傷

　
　
　
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
ま
た
は
否
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
日
に
ほ
と
ん
ど
な
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
除
い
て
、
雇
用
審
判
所
の
構

　
　
成
員
は
、
症
状
が
常
に
明
白
で
あ
る
よ
う
な
精
神
病
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
真
実
の
ま
た
は
見
せ
か
け
の
精
神
病
を
発
見
す
る
こ
と
の
訓
練

　
　
を
彼
ら
は
受
け
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
の
専
門
知
識
を
持
た
な
い
こ
と
を
銘
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑨
雇
用
審
判
所
は
、
適
切
な
医
学
的
証
拠
の
調
達
を
求
め
る
任
務
を
付
託
さ
れ
た
詮
索
好
き
な
機
関
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
中
立

　
　
　
人
が
本
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
（
障
害
の
程
度
の
如
何
を
問
わ
ず
）
何
ら
か
の
精
神
的
弱
さ
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
通
例
以
上
に
認
定
さ

　
　
　
れ
る
こ
と
が
で
き
る
適
切
な
事
件
に
お
い
て
、
審
査
の
延
期
を
検
討
す
る
通
常
の
裁
量
を
雇
用
審
判
所
が
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

　
　
　
い
。

（
4
）
［
一
〇
ε
］
舅
［
刀
斜
・

　
　
　
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
障
害
の
定
義
の
問
題
を
処
理
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
E
A
T
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

　
　
①
審
判
所
は
、
申
立
様
式
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
を
慎
重
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
②
障
害
に
つ
い
て
の
争
点
は
、
審
査
の
前
に
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。



『
一
　
　
十
　
コ
ー

　
③
専
門
家
の
証
言
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
の
通
知
お
よ
び
提
供
さ
れ
た
専
門
家
の
報
告
の
写
し
が
他
方
当
事
者
に
与
え
ら
れ
る
べ

　
　
き
で
あ
る
。

　
④
審
判
所
は
、
障
害
の
問
題
に
対
し
て
詮
索
好
き
な
ま
た
は
介
入
主
義
的
姿
勢
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
（
こ
の
点
に
関
し
て
、
一
部
の
障
害
者

　
　
が
自
分
自
身
が
障
害
を
持
つ
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
た
は
承
認
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
申
立
人
が
障

　
　
害
の
定
義
の
多
様
な
構
成
要
素
を
ど
の
程
度
満
た
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
の
質
問
を
審
判
長
が
尋
ね
る
よ
う
に
、
審
判
所
に
よ
る

　
　
直
接
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
）

　
⑤
立
法
趣
旨
を
活
か
す
よ
う
な
方
法
で
D
D
A
を
解
釈
す
る
た
め
に
法
律
の
目
的
的
解
釈
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
⑥
指
針
ま
た
は
行
為
準
則
の
関
係
す
る
規
定
へ
の
明
示
的
言
及
が
常
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
申
立
人
が
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
余

　
　
分
な
障
害
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
⑦
審
判
所
は
、
次
の
四
つ
の
条
件
に
照
ら
し
て
証
拠
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
申
立
人
は
損
傷
を
持
つ
か
。
（
H
）
損
傷
は
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
（
皿
）
悪
影
響
は
実

　
　
質
的
か
。
（
W
）
悪
影
響
は
長
期
か
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
留
意
点
は
、
審
判
所
だ
け
で
な
く
D
D
A
の
障
害
の
定
義
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
申
立
人
の
証
明
責
任
を
果
た
す
た

　
　
　
め
に
必
要
で
あ
る
証
拠
を
取
り
扱
う
際
に
当
事
者
に
も
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
E
A
T
は
、
中
立
人
が
障
害
者
で
あ
る

　
　
　
か
否
か
を
検
討
す
る
審
判
所
は
、
通
常
以
上
に
詮
索
好
き
で
介
入
主
義
的
な
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
審
判

　
　
所
が
申
立
人
が
提
出
し
た
証
拠
の
み
を
検
討
す
る
こ
と
に
自
ら
の
役
割
を
制
限
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。

（
5
）
　
こ
の
事
件
の
事
実
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
控
訴
人
は
会
計
係
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
五
年
に
、
彼
は
医
師
に
相
談
し
、
不
安
、
ス
ト
レ
ス
、
緊
張
お
よ
び
う
つ
状
態
を

　
訴
え
た
。
医
師
は
反
応
性
う
つ
病
と
診
断
し
た
。
医
師
は
彼
を
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
行
動
す
る
あ
る
病
院
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
臨
床
心

　
　
理
士
に
紹
介
し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
そ
の
後
二
年
間
に
控
訴
人
と
約
二
〇
回
会
っ
た
。

　
　
　
一
九
九
六
年
に
、
控
訴
人
は
昇
進
し
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
、
彼
は
病
気
の
た
め
に
ま
す
ま
す
休
職
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
欠
勤
は
、

　
　
仕
事
の
圧
力
に
部
分
的
に
帰
し
た
。
結
局
、
控
訴
人
は
「
恒
常
的
に
彼
の
職
務
に
適
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
助
言
す
る
医
学
専
門
家
と
の
相

　
　
談
の
後
に
、
一
九
九
七
年
七
月
に
医
学
的
理
由
で
退
職
さ
せ
ら
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

七
三
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雇
用
審
判
所
は
、
多
数
意
見
に
よ
り
（
審
判
長
は
反
対
）
、
控
訴
人
の
う
つ
病
は
、
臨
床
的
に
十
分
に
認
識
さ
れ
た
疾
病
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
彼
の
通
常
の
日
常
的
活
動
に
些
細
を
超
え
る
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
理
由
に
障
害
者
差
別
の
不
服
中
立
を
否
認
し
た
。

　
控
訴
に
お
い
て
、
医
学
的
処
置
が
欠
如
し
た
場
合
の
控
訴
人
の
日
常
活
動
に
対
す
る
損
傷
の
「
推
定
さ
れ
る
影
響
」
を
検
討
し
な
い
こ
と

に
よ
り
、
審
判
所
の
多
数
意
見
は
誤
り
を
犯
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
全
体
的
な
精
神
分
裂
に
な
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
と
い
う
非
常
に
強
力
な
見
通
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
控
訴
人
の
た
め
に
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、

D
D
A
の
付
則
1
の
六
条
の
意
味
で
の
【
処
置
］
を
構
成
し
な
い
と
使
用
者
の
た
め
に
上
申
さ
れ
た
。

　
E
A
T
は
、
一
九
九
九
年
五
月
二
七
日
の
留
保
裁
決
に
お
い
て
控
訴
を
認
容
し
、
事
件
の
是
非
を
決
定
す
る
た
め
に
、
第
一
審
と
は
別
の

雇
用
審
判
所
に
事
件
を
差
し
戻
し
た
。
控
訴
院
へ
の
上
訴
の
許
可
は
拒
否
さ
れ
た
。

　
E
A
T
の
判
示
事
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
控
訴
人
が
D
D
A
の
意
味
で
の
障
害
者
で
あ
る
と
い
う
彼
の
家
庭
医
お
よ
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
臨
床
心
理
士
か
ら
の
争
い
の
な
い
医
学
的

意
見
の
証
拠
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
控
訴
人
の
精
神
的
損
傷
が
彼
の
通
常
の
日
常
的
活
動
に
対
し
て
実
質
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
証

拠
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
彼
は
D
D
A
一
条
の
「
障
害
者
」
の
定
義
に
該
当
し
な
い
と
認
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
雇
用
審
判
所
の
多
数
意

見
は
誤
り
を
犯
し
た
。
十
分
な
理
由
に
よ
り
審
判
所
が
矛
盾
の
な
い
医
学
的
証
拠
を
否
認
す
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
件
で
は
多
数
意
見
は
、
控
訴
人
が
彼
の
証
拠
を
提
出
す
る
と
き
に
ど
の
よ
う
に
見
え
た
の
か
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
判
断
に
有
利
な
医
学

的
証
拠
を
単
に
無
視
し
た
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
許
し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
審
判
所
は
さ
ら
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
控
訴
人
が
精
神
分
裂
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
強
力
な
見

通
し
が
あ
る
と
す
る
証
言
を
聞
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
傷
の
「
推
定
さ
れ
る
影
響
」
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
り
誤
り
を
犯
t
た
。
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
同
法
付
則
1
の
六
条
の
意
味
の
「
医
学
的
処
置
」
を
構
成
す
る
。
E
A
T
は
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
患
者
と
の
話
合
い
か
ら
な
る
、
ま
た
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
精
神
的
損
傷
を
矯
正
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
患
者
の
症
状
の
軽

減
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
カ
セ
ン
セ
リ
ン
グ
は
処
置
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
被
控
訴
人
の
た
め
の
主
張
を
承
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
患
者
が
そ
の
状
態
の
た
め
の
薬
物
処
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
一
連
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
処
置
に

な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
に
見
え
、
E
A
T
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
審
判
所
の
多
数
意
見
は
、
明
白
に
い
う
ま
で
も
な
く
事
実
に
関
し
て
誤
り
で
あ
る
の
で
、
控
訴
人
は
同
法
一
条
の
意
味
の
障
害
者
で
あ
る
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。
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こ
の
事
件
の
事
実
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
控
訴
人
女
性
は
、
文
民
通
信
官
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
二
〇
〇
一
年
二
月
か
ら
四
月
ま
で
休
職
し
、
再
び
二
〇
〇
二
年
二
月
か

ら
七
月
ま
で
休
職
し
た
。
彼
女
は
、
二
人
の
そ
の
他
の
女
性
に
よ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
じ
め
を
受
け
た
と
主
張
し
た
。
彼
女
が
復
職
し
た

と
き
、
彼
女
が
こ
れ
ら
の
女
性
と
一
緒
に
働
く
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
彼
女
は
要
求
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
幾
度
も
彼
ら

と
重
な
る
勤
務
を
彼
女
は
割
り
当
て
ら
れ
た
。
彼
女
は
D
D
A
の
下
で
不
服
申
立
を
提
起
し
、
警
察
署
は
彼
女
の
勤
務
交
代
に
合
理
的
調
整

を
行
わ
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
控
訴
人
は
法
定
の
定
義
の
障
害
者
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
予
備
的
問
題
が
生
じ
た
。

　
控
訴
人
は
、
お
よ
そ
二
〇
〇
一
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
二
年
半
ば
ま
で
承
認
さ
れ
た
精
神
病
の
状
態
－
気
分
の
低
調
と
不
安
の
支
配
的
な
症

状
を
伴
う
適
度
に
重
い
調
整
的
反
応
1
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
。
精
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
そ
ら
れ
の
期
間
中
に
、
通
常
の
日
常
的
活

動
を
遂
行
す
る
彼
女
の
能
力
に
対
す
る
実
質
的
で
長
期
の
悪
影
響
が
存
在
し
、
彼
女
の
記
憶
と
集
中
力
が
影
響
を
受
け
た
と
報
告
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
彼
は
ま
た
、
た
と
え
彼
女
が
間
欠
的
な
パ
ニ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
、
彼
女
が
申
し
立
て
ら
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
行
行
為

者
と
一
緒
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
彼
女
の
症
状
は
「
損
傷
」
の
点
に
戻
る
と
の
見
解
を
彼
が
と
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ

う
な
実
質
的
悪
影
響
は
、
彼
女
が
復
職
し
た
後
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
。

　
雇
用
審
判
所
の
審
査
に
お
い
て
、
控
訴
人
は
、
彼
女
の
疾
病
か
ら
結
果
す
る
損
傷
は
、
彼
女
が
復
職
し
た
二
〇
〇
二
年
七
月
に
通
常
の
日

常
的
活
動
を
遂
行
す
る
彼
女
の
能
力
に
実
質
的
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
停
止
し
た
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
D
D
A
附
則
1

の
二
条
二
項
の
意
味
で
の
「
反
復
す
る
状
態
」
を
持
つ
者
の
定
義
に
彼
女
は
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
二
〇
〇
二
年
七
月
か
ら
一
〇
月
ま
で

の
期
間
に
彼
女
は
依
然
と
し
て
障
害
者
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
を
彼
女
は
追
求
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

七
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雇
用
審
判
所
は
、
控
訴
人
が
復
職
し
た
二
〇
〇
二
年
七
月
初
め
以
後
に
彼
女
が
障
害
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
彼
女
は
証
明
し
な
か
っ
た
こ
と

を
理
由
に
不
服
申
立
を
退
け
た
。
雇
用
審
判
所
は
、
「
彼
女
の
障
害
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
」
こ
と
を
彼
女
は
証
明
し
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。

　
E
A
T
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
一
八
日
の
裁
決
に
お
い
て
控
訴
を
退
け
た
。

　
E
A
T
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　
控
訴
人
が
精
神
病
に
よ
る
休
職
の
後
復
職
し
た
後
の
期
間
中
に
D
D
A
附
則
1
の
「
障
害
者
」
の
定
義
に
該
当
し
な
い
と
結
論
し
た
こ
と

に
お
い
て
雇
用
審
判
所
ば
誤
り
を
犯
さ
な
か
っ
た
。
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
控
訴
人
の
能
力
に
対
す
る
彼
女
の
損
傷
の
実
質
的
な

悪
影
響
が
附
則
1
の
二
条
二
項
の
反
復
す
る
こ
と
の
定
義
に
該
当
す
る
よ
う
に
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
彼
女
は
証
明
し
な
か
っ
た

と
雇
用
審
判
所
は
認
定
す
る
権
利
を
有
し
た
。

　
二
条
二
項
の
適
用
を
検
討
す
る
際
に
、
審
判
所
は
自
ら
に
以
下
の
質
問
を
尋
ね
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
何
ら
か
の
段
階
で
通
常
の
日

常
的
活
動
を
遂
行
す
る
申
立
人
の
能
力
に
対
し
て
実
質
的
悪
影
響
を
及
ぼ
す
損
傷
が
存
在
し
た
か
。
第
二
に
、
損
傷
は
、
通
常
の
日
常
的
活

動
を
遂
行
す
る
申
立
人
の
能
力
に
対
し
て
実
質
的
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
停
止
し
た
か
、
そ
し
て
も
し
そ
う
な
ら
ば
い
つ
。
第
三
に
、
実

質
的
不
利
益
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
第
四
に
、
そ
の
実
質
的
不
利
益
は
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
っ
た
か
。
同
じ
影
響
が
反
復
す
る
見
込
み
が

あ
り
、
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
申
立
人
の
能
力
に
対
す
る
実
質
的
悪
影
響
に
再
び
な
る
こ
と
を
審
判
所
は
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
こ
の
文
脈
で
、
実
質
的
悪
影
響
が
反
復
す
る
こ
と
は
な
い
以
上
に
蓋
然
が
多
い
場
合
に
そ
の
影
響
は
「
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
。
」
実
質

的
悪
影
響
が
過
去
の
特
定
の
期
間
中
に
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
っ
た
か
否
か
を
審
判
所
が
検
討
し
て
い
る
場
合
、
審
判
所
は
、
そ
の
期
間
中

に
生
じ
た
も
の
の
証
拠
を
見
る
権
利
を
有
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
質
的
悪
影
響
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
審
判
所
は
確
信
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
反
復
が
最
低
一
二
か
月
間
継
続
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
審
判
所
は
確
信
す
る
必
要
は
な

い
。
二
条
二
項
の
効
果
は
、
損
傷
の
実
質
的
悪
影
響
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
限
り
損
傷
は
継
続
す
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
損
傷
が
実
質
的
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
停
止
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
の
実
質
的
悪
影
響
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
限
り
そ
れ
は
「
継

続
す
る
。
」

　
審
判
所
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
実
質
的
悪
影
響
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
か
否
か
で
あ
り
、
疾
病
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
か
否
か

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
精
神
病
の
場
合
、
そ
の
精
神
病
自
体
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
は
要
件
で
は



　
な
い
。
疾
病
は
結
末
ま
で
そ
れ
の
経
過
を
辿
る
が
、
損
傷
は
あ
と
に
残
す
こ
と
を
D
D
A
は
企
図
す
る
。
疾
病
か
ら
結
果
す
る
損
傷
が
、
そ

　
　
の
疾
病
自
体
が
反
復
し
な
い
で
再
び
実
質
的
悪
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鼻
そ
の
影
響
は
、

　
従
前
の
影
響
の
反
復
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
損
傷
か
ら
結
果
す
る
実
質
的
悪
影
響
は
、
反
復
と
し
て
適
正
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
本
件
で
は
、
雇
用
審
判
所
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
用
語
法
は
不
正
確
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
審
判
所
は
法
律
上
誤
り
を
犯
さ
な

　
　
か
っ
た
。
控
訴
人
は
、
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
彼
女
の
能
力
に
実
質
的
悪
影
響
を
及
ぼ
す
程
度
ま
で
記
憶
ま
た
は
集
中
す
る
能
力

　
　
に
影
響
す
る
損
傷
が
反
復
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
き
ど
き
の
パ
ニ
ッ
ク
発
作
ま
た
は
結
果
的
な

　
　
不
眠
の
夜
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
認
定
す
る
権
利
を
雇
用
審
判
所
は
有
し
た
。
控
訴
人
が
復
職
し
た
後
に

　
　
パ
ニ
ッ
ク
発
作
に
罹
っ
た
審
判
所
の
認
定
に
照
ら
し
て
も
審
判
所
の
結
論
は
誤
り
で
は
な
か
っ
た
。
人
が
精
神
病
の
状
態
か
ら
回
復
し
て
い

　
　
る
と
き
、
頻
繁
に
つ
か
の
間
の
症
状
が
で
る
。
精
神
病
の
状
態
自
体
が
持
続
す
る
間
の
症
状
の
よ
う
に
つ
か
の
間
の
症
状
が
通
常
の
日
常
的

　
　
活
動
を
遂
行
す
る
人
の
能
力
に
対
す
る
実
質
的
悪
影
響
に
な
る
こ
と
は
当
然
の
結
果
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
各
事
件
で
の
影
響
評
価
の
問
題

　
　
に
な
る
。
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こ
の
事
件
の
事
実
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
控
訴
人
の
男
性
は
、
採
用
の
三
か
月
後
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
十
と
構
内
作
業
員
の
職
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。
彼
は
、
彼
の
解
雇
は
障

　
　
害
者
差
別
で
あ
り
使
用
者
は
合
理
的
調
整
を
行
う
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。

　
　
　
控
訴
人
が
D
D
A
の
意
味
で
の
障
害
者
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
予
備
的
争
点
が
生
じ
た
。
彼
は
、
彼
が
「
重
度
の
読
み
書
き
の
困
難
」

　
　
を
持
つ
こ
と
を
主
張
し
た
。
使
用
者
は
、
彼
は
学
習
困
難
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た

　
　
精
神
病
ま
た
は
特
定
の
精
神
的
損
傷
を
持
た
な
い
と
主
張
し
た
。

　
　
　
雇
用
審
判
所
は
、
「
認
知
的
ま
た
は
精
神
的
損
傷
を
引
き
起
こ
す
一
般
化
さ
れ
た
学
習
困
難
を
」
控
訴
人
が
持
つ
こ
と
を
証
明
し
た
教
育
心

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）
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理
学
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
専
門
的
報
告
を
受
け
取
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
控
訴
人
は
、
特
定
の
精
神
的
損
傷
ま
た
は
臨
床
的
状
態

を
証
明
し
な
か
っ
た
と
雇
用
審
判
所
は
判
断
し
た
。
そ
う
認
定
す
る
際
に
、
雇
用
審
判
所
は
、
ζ
o
茜
琶
ダ
。
。
蜜
夢
§
耳
。
⊂
菖
＜
。
邑
酢
図
の
E
A

T
の
裁
決
に
従
う
こ
と
に
自
ら
を
向
け
た
。
同
裁
決
は
、
精
神
病
か
ら
結
果
し
な
い
ま
た
は
そ
れ
を
構
成
し
な
い
精
神
的
損
傷
が
存
在
す
る

場
合
、
そ
の
損
傷
は
「
そ
れ
の
存
在
を
支
持
す
る
実
質
的
で
非
常
に
特
定
さ
れ
た
医
学
的
証
拠
を
要
求
す
る
」
こ
と
を
示
し
た
。
本
件
で
は
、

証
拠
を
与
え
た
教
育
心
理
学
者
は
医
師
で
は
な
い
こ
と
に
雇
用
審
判
所
は
注
目
し
、
「
仮
に
あ
る
と
し
て
、
控
訴
人
が
被
る
精
神
的
損
傷
を
確

認
す
る
…
特
定
さ
れ
た
医
学
的
証
拠
が
」
な
い
と
雇
用
審
判
所
は
述
べ
た
。

　
E
A
T
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
二
二
日
の
裁
決
に
お
い
て
控
訴
を
認
容
し
、
控
訴
人
が
D
D
A
の
目
的
の
た
め
の
精
神
的
損
傷
を
持
つ
裁

決
に
取
り
代
え
た
。
事
件
は
、
残
り
の
問
題
の
再
検
討
の
た
め
に
差
し
戻
さ
れ
た
。

　
E
A
T
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　
控
訴
人
が
彼
の
学
習
困
難
が
特
定
の
精
神
的
損
傷
ま
た
は
臨
床
的
状
態
に
な
る
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
控
訴
人
は
彼

が
D
D
A
の
意
味
で
の
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
認
定
す
る
上
で
雇
用
審
判
所
は
法
律
上
誤
り
を
犯
し
た
。

　
学
習
困
難
ま
た
は
精
神
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
構
成
す
る
精
神
的
損
傷
と
精
神
病
と
の
問
に
は
明
確
な
区
別
が
あ
る
。
精
神
病
に
ま
っ

た
く
基
づ
か
な
い
場
合
に
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
を
証
明
す
る
要
件
は
な
い
。
第
一
に
ζ
o
茜
琶
あ
§
す
房
耳
。
¢
三
話
邑
C
の

E
A
T
の
裁
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
三
つ
の
ル
ー
ト
は
、
精
神
病
の
証
明
に
関
係
す
る
が
、
学
習
困
難
に
そ
の
主
張
の
根
拠
を
置
く
中
立
人

が
精
神
的
損
傷
を
証
明
す
る
こ
と
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
四
の
ル
ー
ト
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
一
般
的
に
機
能

に
ま
た
は
特
定
の
機
能
の
分
野
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
非
常
に
深
刻
な
障
害
で
あ
る
も
の
を
持
つ
中
立
人
は
、
D
D
A
の
範
囲
か
ら
排
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
学
習
困
難
に
基
づ
く
精
神
的
損
傷
の
事
件
を
審
査
す
る
審
判
所
は
、
確
認
さ
れ
た
状
態
の
専
門
的
証
拠
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
精
神
病

を
構
成
し
な
い
精
神
的
損
傷
の
場
合
に
「
疾
病
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
疾
病
で
あ
る
場
合
に
の
み
」
は
適
用
さ
れ
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
立
人
が
学
校
で
困
難
を
持
っ
た
、
ま
た
は
「
あ
ま
り
聡
明
で
は
な
い
」
こ
と
の
み
を
主
張
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
十
分
で
あ
る

見
通
し
は
な
い
。
主
張
さ
れ
た
損
傷
の
性
質
と
程
度
に
関
す
る
専
門
的
証
拠
と
（
機
能
に
対
し
て
特
定
の
ま
た
は
一
般
化
さ
れ
た
影
響
を
及

ぼ
す
）
特
定
の
状
態
の
証
拠
を
審
判
所
は
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
は
、
特
定
の
精
神
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
よ
り
も
む
し
ろ
一
般
化
さ
れ
た
学
習
困
難
の
証
拠
し
か
な
い
こ
と
を



理
由
に
、
そ
の
よ
う
な
状
態
は
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
審
判
所
は
誤
り
を
犯
し
た
。
そ
う
認
定
す
る
際
に
、
一
般
化
さ
れ
る
、

す
な
わ
ち
、
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
す
確
認
さ
れ
た
状
態
と
、
ま
っ
た
く
確
認
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
証
拠
と
を
雇
用
審
判
所
は
混
同
し
た
。

　
控
訴
人
の
専
門
家
が
心
理
学
者
で
医
師
で
は
な
い
事
実
に
依
拠
す
る
こ
と
に
お
い
て
雇
用
審
判
所
は
さ
ら
に
誤
り
を
犯
し
た
。
身
体
的
疾

病
の
場
合
の
よ
う
に
、
精
神
病
の
場
合
そ
の
疾
病
に
関
す
る
医
学
的
証
拠
が
期
待
さ
れ
る
見
通
し
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
習
困
難
の

場
合
に
は
申
立
人
の
状
態
の
性
質
を
証
明
す
る
不
可
欠
の
証
拠
が
、
適
正
な
資
格
を
有
す
る
心
理
学
者
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

理
由
は
存
在
し
な
い
。
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
関
係
す
る
状
態
に
つ
い
て
、
そ
の
経
験
と
専
門
知
識
に
基
づ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
適
正

な
資
格
を
有
す
る
専
門
家
か
ら
の
証
拠
が
存
在
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
心
理
学
者
の
対
抗
さ
れ
な
か
っ
た
報
告
が
、

彼
は
関
係
す
る
分
野
に
お
い
て
非
常
に
実
質
的
な
経
験
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
、
彼
が
医
師
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
彼
の
結
論
を
承
認
す

る
こ
と
を
雇
用
審
判
所
が
拒
否
す
る
こ
と
は
自
由
で
は
な
か
っ
た
。

　
控
訴
は
認
容
さ
れ
、
控
訴
人
は
精
神
的
損
傷
を
持
つ
と
の
認
定
に
取
り
代
え
ら
れ
る
。

三
　
障
害
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
人
々

1
　
進
行
す
る
症
状

　
二
〇
〇
五
年
法
一
八
条
三
項
は
、
が
ん
、
H
I
V
感
染
ま
た
は
多
発
性
硬
化
症
に
罹
っ
て
い
る
者
が
障
害
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
る
規
定

を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
D
D
A
の
附
則
1
を
さ
ら
に
改
正
し
た
。
こ
の
改
正
も
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
五
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
を
持
つ
人
々
は
現
在
、
診
断
の
時
点
か
ら
D
D
A
の
規
定
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。

　
こ
の
改
正
の
前
は
、
状
況
は
一
層
複
雑
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
症
状
の
い
ず
れ
か
を
持
つ
者
は
、
D
D
A
の
附
則
1
の
一
条
に
含
ま
れ

る
障
害
の
基
礎
的
定
義
の
不
可
欠
の
要
素
を
満
た
す
損
傷
を
持
た
な
い
限
り
、
D
D
A
の
保
護
を
否
定
さ
れ
た
。

　
進
行
す
る
症
状
を
持
つ
個
人
に
か
か
わ
る
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
よ
り
前
は
、
D
D
A
の
附
則
1
の
八
条
が
門

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

七
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
　
島
大
法
学
第
五
一
巻
二
号

進
行
す
る
症
状
（
が
ん
、
多
発
性
硬
化
症
ま
た
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
あ
る
い
は
H
I
V
に
よ
る
感
染
の
よ
う
な
）
」
に
つ
い
て
既
に
特

別
に
規
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
定
義
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
現
在
も
有
効
で
あ
る

同
八
条
の
下
で
、
次
の
場
合
に
進
行
す
る
症
状
は
、
実
質
的
な
悪
影
響
を
持
つ
損
傷
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。
第
一
に
、
そ
の
症
状
か
ら
結

果
す
る
損
傷
が
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
、
実
質
的
な
悪
影
響
で
は
な
く
て
も
、
影
響
を
及
ぼ
す
。
第
二
に
、
そ
の
症
状
が
、

そ
の
者
が
実
質
的
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
損
傷
を
持
つ
こ
と
に
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
見
込
み
が
あ
る
。

　
こ
の
規
定
は
、
障
害
の
定
義
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
進
行
す
る
症
状
を
持
つ
一
部
の
人
々
を
援
助
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
、
単
独
で
機
能
し
た
場
合
に
、
差
別
を
経
験
す
る
進
行
す
る
症
状
を
持
つ
す
べ
て
の
人
々
に
保
護
を
保
障
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
顕
著
な
例
で
は
、
損
傷
が
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
実
際
に
影
響
す
る
時
点
ま
で
は
、

少
な
く
と
も
進
行
す
る
症
状
を
持
つ
者
は
対
象
と
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
で
さ
え
、
そ
の
影
響
が
長
期
で
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
が
依
然
必
要
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
D
D
ん
の
附
則
1
に
新
し
い
六
A
条
を
挿
入
し
た
二
〇
〇
五
年
法
の
改
正
は
、
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
改
正
に
よ
り
、
が
ん
、
多
発
性
硬
化
症
ま
た
は
H
I
V
感
染
に
罹
っ
て
い
る
個
人
は
現
在
、
診
断
の
時
点
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ

と
を
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
も
は
や
損
傷
が
日
常
的
活
動
に
影
響
す
る
こ
と
を
待
つ
必
要
は
な
い
。
新
し
い
規
定
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
症
状
の
一
つ
を
持
つ
人
々
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
事
件
に
お
い
て
、
障
害
の
法
定
の
定
義
が
満
た
さ
れ
る
確
実
性
が
よ
り
多
く

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
裁
判
所
ま
た
は
審
判
所
が
、
申
立
人
の
医
学
的
症
状
よ
り
も
む
し
ろ

そ
の
使
用
者
に
よ
る
申
立
人
の
待
遇
の
公
正
さ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
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島
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二
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八
二

四
　
二
〇
〇
五
年
法
に
よ
る
改
正
の
影
響

　
障
害
の
定
義
の
二
〇
〇
五
年
法
に
よ
る
改
正
は
、
使
用
者
が
D
D
A
の
下
で
一
層
広
範
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
被
用
者
に
対
し
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
障
害
者
を
不
利
益
取
扱
い
ま
た
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
保
護
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
D
D
A
は
障
害
者

の
た
め
に
合
理
的
調
整
を
行
う
積
極
的
義
務
を
使
用
者
に
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拡
大
さ
れ
た
障
害
の
定
義
は
、
使
用
者
が
次
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

を
行
う
こ
と
が
以
前
よ
り
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
障
害
の
多
様
な
性
質
を

認
識
す
る
、
第
二
に
、
推
測
す
る
こ
と
を
避
け
る
、
第
三
に
、
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
を
見
出
す
、
第
四
に
、
必
要
な
場
合
に
専
門
家
の
助
言

を
求
め
る
、
第
五
に
、
事
前
に
計
画
す
る
、
第
六
に
、
差
別
禁
止
政
策
を
策
定
し
実
施
す
る
、
第
七
に
、
政
策
と
手
続
を
監
査
す
る
、
第

八
に
、
差
別
禁
止
措
置
の
成
功
を
監
視
す
る
、
そ
し
て
最
後
に
、
紛
争
を
効
果
的
に
解
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
障
害
の
定
義
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
D
D
A
の
適
用
対
象
範
囲
に
該
当
し
な
か
っ
た
よ
り
多
く
の
「
隠
れ
た
」
障
害
が
捕

捉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
使
用
者
が
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
使
用
者

が
被
用
者
の
障
害
に
つ
い
て
知
ら
な
い
場
合
で
さ
え
、
違
法
な
差
別
は
生
じ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
障
害
の
多
様
な
性
贋
を
認

識
し
、
雇
用
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
の
損
傷
の
影
響
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
雇
用
の
ど
の
側
面
が
障
害
者
に
対
し
て
困
難
を
生

じ
さ
せ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
者
は
、
適
切
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　
D
D
A
の
適
用
対
象
範
囲
が
拡
大
し
た
結
果
、
使
用
者
が
被
用
者
の
正
確
な
医
学
的
症
状
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
逆

に
損
傷
を
持
つ
各
被
用
者
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
の
公
正
さ
と
合
理
性
に
よ
り
多
く
焦
点
を
当
て
る
よ
う
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
D
D
A
に
お
け
る
障
害
の
定
義
を
追
加
的
に
変
更
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
こ
と
に
な
る
。
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今
後
の
課
題

　
D
R
C
は
、
精
神
病
が
臨
床
的
に
十
分
に
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
要
件
の
削
除
と
、
が
ん
、
H
I
V
感
染
ま
た
は
多
発
性
硬
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

症
を
も
つ
人
々
に
対
す
る
D
D
A
の
自
動
的
適
用
は
、
歓
迎
さ
れ
る
発
展
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
障
害
と
長
期
の
健
康
問
題
を
抱
え
る

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
正
義
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
害
す
る
障
壁
を
除
去
し
、
使
用
者
の
義
務
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
確
実
性
を
使
用
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

も
た
ら
す
た
め
に
多
く
の
こ
と
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
現
行
の
障
害
の
定
義
が
ど
の
よ
う
に
相
当
な
困
難
、
そ
し
て
不
公
平
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
か
の
例
と
し
て
、
o
註
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

ダ
○
き
巳
容
量
ま
。
Z
田
弓
ε
の
一
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
控
訴
人
は
、
彼
女
が
神
経
的
食
欲
昂
進
症
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
雇
用
を
拒

否
さ
れ
た
看
護
師
で
あ
っ
た
。
被
控
訴
人
は
、
そ
の
決
定
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
求
め
な
か
っ
た
が
、
控
訴
人
の
損
傷
が
D
D
A
の
下
で

障
害
を
構
成
し
な
い
の
で
、
彼
女
は
そ
の
決
定
に
対
抗
す
る
権
利
を
法
的
に
有
し
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
D
R
C
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
障
害
の
定
義
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
、
障
害
者
差
別
禁
止
法
は
「
障

害
者
」
の
グ
ル
ー
プ
を
保
護
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
損
傷
を
理
由
に
差
別
を
経
験
す
る
人
々
を
保
護
す
る
こ
と
を
政
府

　
　
　
　
ハ
　
ロ

に
提
案
し
た
。
D
R
C
は
、
D
D
A
の
障
害
の
定
義
は
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
結
果
D
D
A
は
、
損
傷
を
持
つ
、
ま
た
は
か
っ

て
持
っ
た
、
も
し
く
は
持
つ
と
認
識
さ
れ
る
各
人
に
差
別
か
ら
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
D
R
C
は
さ
ら
に
、
損
傷
の
影
響

が
「
実
質
的
」
か
つ
「
長
期
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
現
行
の
要
件
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
D
R
C
の
意
見
に
よ
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

八
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週
に
三
な
い
し
五
回
は
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
し
て
、
数
日
間
は
毎
食
後
嘔
吐
し
て
い
た
。
一
九
九
六
年
に
彼
女
は
、
台
所
用
洗
剤
を
使
用
し

て
嘔
吐
を
誘
発
し
て
い
た
。
一
九
九
七
年
八
月
ま
た
は
九
月
に
、
彼
女
は
、
自
分
の
腹
部
と
上
腕
を
看
護
用
は
さ
み
で
切
っ
た
。
同
年
七
月
に
、

彼
女
は
、
自
分
の
太
股
の
付
け
根
に
同
様
な
こ
と
を
し
た
。

　
そ
の
間
に
、
彼
女
は
、
別
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
て
、
一
九
九
七
年
一
月
か
ら
事
故
・
救
急
看
護
の
課
程
を
受
講
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
、

実
務
に
関
す
る
二
単
位
を
修
得
し
た
が
、
教
科
に
関
す
る
そ
の
他
の
二
単
位
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
上
記
課
程
の
修
得

を
断
念
し
た
。
こ
の
受
講
期
間
中
、
彼
女
は
自
分
の
仕
事
を
こ
な
し
て
、
昇
進
し
て
い
た
。

　
一
九
九
六
年
九
月
に
、
彼
女
は
初
め
て
、
民
間
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
彼
女
の
症
状
へ
の
処
置
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
女
は
、

追
加
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
一
九
九
七
年
三
月
に
、
精
神
科
医
で
あ
る
彼
女
の
家
庭
医
の
診
察
を
受
け
た
。
彼
女
は
、
抗
う

つ
薬
を
処
方
さ
れ
、
積
極
的
に
思
考
す
る
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
。
一
九
九
七
年
九
月
三
〇
日
に
彼
女
に
対
す
る
追
加
の
処
置
は
終
了
し
、

一
九
九
八
年
一
一
月
の
雇
用
審
判
所
の
審
査
日
ま
で
に
、
彼
女
の
症
状
は
再
発
し
な
か
っ
た
。

　
一
九
九
七
年
一
二
月
に
、
彼
女
は
、
被
控
訴
人
が
経
営
す
る
病
院
の
階
層
D
お
よ
び
E
の
看
護
師
の
職
に
応
募
し
た
が
、
彼
女
が
一
二
か

月
以
上
継
続
し
た
神
経
的
食
欲
昂
進
症
に
罹
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
女
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、
神
経
的
食
欲
昂
進
症
は
D
D

A
一
条
の
意
味
の
障
害
に
該
当
し
、
同
法
の
意
味
で
の
精
神
的
損
傷
を
持
つ
の
で
、
彼
女
の
採
用
拒
否
は
、
D
D
A
に
違
反
す
る
差
別
で
あ

る
と
申
し
立
て
た
。

　
雇
用
審
判
所
は
、
控
訴
人
の
症
状
が
集
中
す
る
能
力
と
危
険
の
認
識
と
い
う
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
彼
女
の
能
力
に
実
質
的
に

影
響
し
た
と
の
主
張
に
対
し
て
、
控
訴
人
が
上
記
の
課
程
の
教
科
科
目
を
修
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
除
い
て
、
彼
女
の
集
中
す
る
能
力
が

損
傷
を
受
け
た
と
い
う
現
実
的
な
証
拠
は
な
い
と
認
定
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
職
を
持
つ
学
生
が
課
程
を
修
了
し
な
い
こ
と
は
、

よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
危
険
の
認
識
に
つ
い
て
、
雇
用
審
判
所
は
、
控
訴
人
の
自
傷
は
彼
女
の
自
分
自
身
に
対
す

る
罰
で
あ
る
と
み
な
し
て
、
彼
女
が
自
分
自
身
に
対
す
る
危
険
を
認
識
し
て
い
な
い
と
の
証
拠
は
な
い
と
判
断
し
た
。
以
上
か
ら
、
雇
用
審

判
所
は
、
控
訴
人
は
D
D
A
一
条
の
意
味
の
障
害
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
障
害
者
差
別
の
申
立
を
退
け
た
。

　
E
A
T
は
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
四
日
の
裁
決
に
お
い
て
、
控
訴
を
退
け
た
。

　
E
A
T
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　
我
々
は
、
O
o
a
三
口
ダ
穿
。
評
8
日
○
窓
8
に
お
い
て
ζ
o
冴
9
判
事
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
、
人
が
D
D
A
一
条
の
意
味
の
障
害
者
で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
　
（
鈴
木
）

八
五
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5
）

か
否
か
の
合
目
的
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
全
面
的
に
従
う
。
我
々
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
神
経
的
食
欲
昂
進
症
に
罹
っ
て
い
た
者
が
障
害
者
で
あ

る
か
否
か
で
は
な
く
、
事
実
に
基
づ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
症
状
の
影
響
が
控
訴
人
の
日
常
的
活
動
に
実
質
的
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
雇
用

審
判
所
が
確
信
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
制
定
法
上
の
基
準
を
正
し
く
適
用
し
て
、
事
実
と
程
度
の
問
題
と
し
て
、
雇
用
審
判
所
は
、
そ
の
よ

う
に
は
確
信
し
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
い
て
、
控
訴
人
の
症
状
が
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
彼
女
の
能
力
に
実
質
的
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
す
る
彼
女
の
主
張
を
控
訴
人
は
証
明
し
な
か
っ
た
と
す
る
雇
用
審
判
所
の
結
論
に
法
の
誤
り
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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お
わ
り
に

　
右
に
見
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
法
に
よ
る
D
D
A
に
お
け
る
障
害
の
定
義
の
改
正
は
、
一
歩
前
進
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
根
本
的
な
改
革
に
は
至
ら
ず
、
多
く
の
課
題
が
将
来
に
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
、
D
R
C
が
提
案
し
た
障
害
の
定
義
の
変
更

に
対
し
て
、
政
府
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
政
府
が
導
入
を
目
指
し
て
い
る
単
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
　
ハ
　
レ

平
等
法
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
動
向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
の
将
来
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
折
り
を
見
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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目
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〆
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●

　
（
2
）
　
D
R
C
の
議
長
で
あ
る
国
璽
蜜
婁
一
。
卿
は
、
政
府
の
平
等
見
直
し
（
9
轟
臣
。
。
。
寄
＜
一
望
）
の
最
終
報
告
の
公
表
を
受
け
て
、
年
齢
、
宗
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